
第百六十七號（第＋五巻）

離郷

（昭和＋年）三月號

　　　　　　　　　　火　　星　來　　る

　　　　　　　翻測と技巧・・…………一理學と藝術

　　　　　　　　　　　　　（巻　　頭　　言）

　今二月末「1コ口って火星は停留となり，三月初日からは逆行に移って，い

よいよ火星面の観察シ1ズンに入る．劉衝は來る四月7日，叉，地球への最近

距離は同月14日目9300萬粁となる．次ぎの停留が五月19日に起るまで，まだ

ヴス寒い守門を通じて，杢世界の火星槻察者は忙しい時期を持つわけである．

　火星の接近の度ごとに吾等は逝きし申村要君の事を偲ぶ・天文學の諸部門

rli，外開にはあって，未だ日本に拓かれないものS多い中にも，火星や木星

の表面観察は，今から十数年前，中村町によって着手されたもので，しかも

共れが下期以上に進展したものN一つであった・中村君が逝って後，斯の方

而に淋しさを感じてみたが，幸ひにして最近，叉，新進の観測者が葦出しつ

Nある戸戸であるから，徒らに失望する必要はあるまい．

　火星の表面警察は，共の興味がびろく宣閉せられてるる割合に，旧地観望

者を落謄せしめるもので，殊に小望遠鏡所有者は，何の素養もなくてイキナ

リ覗いて見て，余りに星が無意味な像であるために非常に失望すると共に，

今まで隙こ宣傳せられてるる火星．膨1よの興味の年々を根本から疑ふ人さへあ

る．之れは，しかし，一慮止むを得ないことであるが，皆之れ等は書物ばか

り讃んでみて，槻察の膿験に重きを置かないためである．アマチュアのみな

らす，天文の專問家の中にも，かのし運河「の存否等を極めて響く批判し去る

人が少なくない．しかし，火星の槻察には非常に特殊な技巧を要するのであ

って，從って之れ．は理學と藝術との接団団占でもある．こうした心の用意無く

して槻察を試みる者は，むしろ先づ自らの資格を疑ふべきである．

　ぴとり火星や木星のみならす，太陽黒黙も，彗星や流星（特に微光流星）の

観測も，攣星や二重星の観測にも，皆，特に洗練された技巧が偉大なる成績

を畢げる事實1を知らねばならなV・・（山本）


